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過去 20 年にわたる，米国の 6～11 歳の学童間にお
ける過体重の発生率は 5% から 15% へと 3 倍になっ
た．過体重は特に黒人およびスペイン系の学童間では
日常化しており，彼らのおおよそ 20% は現在肥満で
ある．学童の過体重を説明するために様々な検討がな
されているが，一般に過体重が学業期と休業期それぞ
れの影響を受けるかどうかについては不明である．著
者らは学業期と休業期の環境が学童の過体重の発生に
寄与するかどうかを調べるために，幼稚園と 1年生の
期間において，学業期の BMI の増加と夏休み中の
BMI の増加とを比較した．BMI は 310 校の学童 5,380

人を対象に測定した．BMI 増加率は夏休み中のほう
が幼稚園および 1年生の学業期よりも速く，しかも変
化しやすかった．学業期と夏休み中の BMI 増加率の
差は黒人学童，スペイン系学童および幼稚園入園時で
すでに過体重になっている学童の危険グループで特に
大きかった．初期の学校環境は学校の休業期よりも過
体重の発生への寄与は小さいと考えられた．

(Von Hipple PT, Powell B, Downey DB, et al：The effect of
school on overweight in childhood：gain in body mass
index during the school year and during summer vacation.
Am J Public Health 97：696-702, 2007)

(埼玉県立大学短期大学部 鈴木優治)
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学童の過体重に対する学校の影響：学業期および夏休み中のBMI の増加
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